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◆目的
熊本に障がい者スポーツを含めた生涯にわたっ
て全ての人々がスポーツを行うことができる
「場」を地域につくり定着させ、スポーツを通じた
共生社会の実現を目指す

◆まとめ
・コンソーシアムの質向上と従来の構成団体
に加え新たな支援者・実践者・研究者・当事者
団体にネットワークを拡大することができた。

・団体間で協働しながら障がい者のスポーツ
実施に繋がる場・手法の情報を障がい当事者
と支援者に届けることで、次第に認知度も高
まり直接の相談が寄せられるようになった。

・障がい者のスポーツ実施のきっかけづくりか
ら継続へと繋げるにはコーディネーターの細
やかな介入（調査・相談・計画・フォロー）が必
要である。

◆障がい者スポーツコンソーシアム
「しょうがいスポーツリンケージくまもと」
構成団体（①②③は基幹団体）
長①熊本障がい者スポーツ指導者協議会
副②熊本県総合型地域スポーツクラブ

連絡協議会
・南関町（社会体育・福祉・学校）
・南関町社会福祉協議会
・九州ルーテル学院大学（研究者）
・久留米大学（アドバイザー）
・NPO法人A-lifeなんかん（代表機関）
③熊本県障害者スポーツ・文化協会*R5.1再加盟

◇会議 年4回
6月22日、8月24日、12月16日、2月28日

Ⅳ報告書概要版 
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（1） 相談者の相談内容に応じて、適切な関係機関
へとつなぐ ➡個人・支援学校からの相談に対応
紹介内容によってはスポーツ実施会場への同行

実施 ➡アウトリーチ支援のコーディネートサポー
ターは適切な人材発掘に至らず、今年度はアドバイ
ザーとリンクコーディネーターが行った
（2）障がい者のスポーツ実施の環境づくり、障がい者
スポーツ教室開設情報の集約と発信を行う
➡パラスポーツの活動会場のあっせんと総合型地域
スポーツクラブでのサークル立ち上げをサポート。
（3）障がい当事者が参加しやすい環境づくり、多様な
運動・スポーツ体験の創出、障がい者の家族に対す
る相談や啓発
➡ パラスポーツ体験会やデモンストレーション、障
がい者が参加するイベントを活用した声がけや紹介
（4）調査研究や広報の実施
➡ SNSや協力団体のＨＰを活用した情報発信
相談先を知らせる「支援窓口案内カード」の配布

（点字加工を施し視覚障害者にも対応）

1.
（1）コーディネーターによる障がい者支援者への訪
問支援等の実施
➡自治体担当者等へのヒアリングと情報提供
対象：2市４町（南関町・和水町・長洲町・玉東町・玉
名市・荒尾市）の①自治体障がい者支援担当課②自
治体スポーツ振興担当課③社会福祉協議会

（2）コーディネートの実施体制の整備促進
➡ コンソーシアム組織の整備（規約・役員）により、
他団体への協力連携依頼に際し信頼を得られた。
➡ コンソーシアムの連携協力団体の拡大
【新規】●（公財）熊本県理学療法士協会
●（社福）熊本県身体障害者福祉団体連合会
●（Ｎ）ソーシャルインクルージョン研究センター
●（Ｎ）ひとづくりJAPANネットワーク
【再加盟】熊本県障害者スポーツ・文化協会
➡障がい者に近い支援者への情報提供
対象：障がい者とともに生きる協議会（行政＋事業
所）、障がい者支援施設

（3）コーディネートプログラムの作成
➡ ➡ ➡

（4）コーディネートの機能強化
➡コンソーシアムの活動内容がより伝わるよう
名称を「パラスポーツくまもと」に改称
➡支援窓口体制の充実

2.

支援窓口案内カード
（表紙・二つ折り名刺サイズ）

3.
（１）コーディネーターの資質を向上させ訪問等によ
るコーディネート実施
➡ 事業アドバイザー山本行文氏（日本パラス
ポーツ学会監事）とリンクコーディネーターの週2回
ペースのミーティング
➡ 先進地の視察による情報収集と運営方法の
質向上
視察先①鹿児島県障害者スポーツ協会
②新潟県障害者スポーツ協会／十日町市教育委
員会・ＮＰＯ法人ネージュスポーツクラブ

（２）コーディネーター
リンクコーディネーター 全体コーディネート

➡NPO法人A－lifeなんかん 西田由実
パラスポーツコーディネーター 個別の相談検討

➡上級障がい者スポーツ指導員の賛同者７名登録

（１）障がい者の支援窓口「パラスポーツくまもと」
➡ コンソーシアム事務局であるNPO法人A－life
なんかん内に相談窓口開設。直通電話も設置。
➡ 相談先を知らせる「支援窓口案内カード」の配
布（点字加工を施し視覚障害者にも対応）
➡ イベント等に合わせ出張相談窓口設置
今後相談窓口機能の一環としてＨＰを開設予定。

（２）リンクコーディネーターが、関係機関と連携して
訪問等支援を行うことにより、適切な機関につなぐ
➡リンクコーディネーターのほか、今年度はアドバ
イザーが支援を行い、興味のあるスポーツだけでな
く、多様な種目を紹介し、選択の幅を広げることが
できた。

（３）自治体単位の支援機関の取組支援
➡新たに取り組みたい地域の支援機関（スポーツ
団体等）に対し、パラスポーツ指導者の紹介や、パ
ラスポーツイベント運営ノウハウなど情報提供した。

（４）福祉・スポーツ・医療等の多職種から構成され
るコーディネーターチームの設置
左図参照

4.






